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子
育
て
環
境
づ
く
り

問
　
保
育
士
確
保
の
た
め
、
令

和
４
年
度
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
特
設
サ
イ
ト
を
開
設
す
る

が
、
そ
の
内
容
を
伺
う
。

副
市
長　
保
育
士
を
目
指
す
多

く
の
人
に
周
知
す
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
保
育
士
確
保
策
の

内
容
を
わ
か
り
や
す
く
掲
載 

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
と
も
連
携
し

て
戦
略
的
な
情
報
発
信
を
図

る
。

問
　
保
育
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て
伺
う
。

副
市
長
　
市
内
の
多
く
の
保
育

所
で
は
既
に
保
育
業
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
ん
で
お
り
、
引
き

続
き
保
育
の
質
向
上
を
図
る
た

め
に
研
究
し
て
い
く
。

中
心
市
街
地
活
性
化

問
　
中
心
商
店
街
と
連
携
し
た

企
画
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長
　
ひ
ら
し
ん
平

塚
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
主
催
公
演

の
有
料
チ
ケ
ッ
ト
を
持
参
し
た

人
に
、
市
内
店
舗
で
料
金
割
引

を
す
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
実
施

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。

企
業
に
選
ば
れ
る
ま
ち

問
　
企
業
が
本
社
機
能
を
地
方

に
移
転
さ
せ
る
動
き
が
見
ら
れ

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
本
社
機
能

を
地
方
に
移
転
す
る
企
業
が
増

え
て
お
り
、
移
転
先
の
自
治
体

で
は
雇
用
機
会
の
創
出
や
税
収

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
電
気
自
動
車
や
電
気
バ
ス

導
入
促
進
の
内
容
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
事
業
用
電
気

自
動
車
等
導
入
支
援
補
助
金

は
、
１
事
業
者
に
つ
き
上
限
２

台
で
最
大
１
０
０
万
円
を
補
助

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

子
育
て
環
境
充
実
や
中
心
市
街
地

活
性
化
で
選
ば
れ
る
ま
ち
へ

出
村 

光 

議
員

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

国
の
予
算
と
平
塚
市
の 

新

年

度

予

算

問
　
岸
田
首
相
は
、
こ
れ
ま
で

の
新
自
由
主
義
の
下
で
貧
困
の

格
差
拡
大
を
招
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
弊
害
を
生
み
だ
し
た
と
指
摘

し
た
。
本
市
も
国
主
導
の
「
官

か
ら
民
へ
」
の
動
き
の
中
で
民

間
活
力
導
入
を
進
め
た
結
果
、

市
民
に
受
益
者
負
担
を
課
し
、

短
期
労
働
者
や
低
賃
金
労
働
者

を
産
む
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　
身
分
的
に
も

給
与
的
に
も
し
っ
か
り
と
守
ら

れ
て
い
る
公
務
員
は
限
定
的
で

あ
る
べ
き
と
考
え
る
。
公
共
と

は
多
様
な
主
体
に
よ
っ
て
担
わ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
事
業

者
の
評
価
を
行
い
な
が
ら
、
効

率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

問　

新
た
な
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
整
備
・
運
営
を
市
が
直

接
実
施
す
る
場
合
と
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

で
事
業
者
が
実
施
す
る
場
合
の

事
業
費
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長　
市
が
実
施
す

る
場
合
の
概
算
事
業
費
は
、
総

額
が
税
抜
き
で
１
８
８
億
３
２

７
７
万
円
で
あ
る
。
内
訳
は
、

施
設
建
設
費
が
53
億
８
６
６
４

万
円
、
運
営
経
費
が
１
２
２
億

６
８
６
５
万
円
、
維
持
管
理
経

費
が
11
億
１
７
４
８
万
円
、
開

業
準
備
費
が
６
千
万
円
で
あ

る
。
事
業
者
が
実
施
す
る
場
合

の
概
算
事
業
費
は
、
総
額
が
税

抜
き
で
１
４
６
億
２
９
５
４
万

円
で
あ
る
。
内
訳
は
、
施
設
建

設
費
が
52
億
９
７
９
万
円
、
運

営
経
費
が
81
億
８
８
９
１
万

円
、
維
持
管
理
経
費
が
9
億
７

３
６
２
万
円
、
開
業
準
備
費
が

６
６
９
８
万
円
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
経
費

な
ど
が
1
億
９
０
２
４
万
円
で

あ
る
。

問　
事
業
者
が
実
施
す
る
と
約

42
億
円
安
く
な
る
が
、
大
き
な

要
因
で
あ
る
運
営
経
費
の
何
割

が
人
件
費
に
な
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長　
入
札
で
は
内

訳
資
料
の
提
出
を
求
め
て
い
な

い
の
で
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
民
営
化
す
る
と
、
従
業
員

数
も
給
与
額
も
全
く
わ
か
ら
な

い
の
が
実
態
だ
と
思
う
。
給
食

セ
ン
タ
ー
の
従
業
員
は
、
今
ま

で
の
職
員
よ
り
も
安
価
な
労
働

力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長　
従
業
員
の
賃

金
や
労
働
条
件
な
ど
は
、
各
事

業
者
が
法
令
に
基
づ
き
遂
行
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

湘
南
海
岸
公
園 

龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
整
備

問　
「
塩
・
風
の
調
査
な
ど
を

行
う
た
め
」
と
い
う
理
由
で
工

事
着
工
が
６
月
ま
で
延
期
に

な
っ
た
が
、
袖
ケ
浜
交
差
点
の

改
良
に
つ
い
て
警
察
と
行
っ
た

協
議
の
内
容
を
伺
う
。
ま
た
、

そ
の
協
議
は
終
了
し
た
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
車
両
が
安
全

に
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
交
差

点
改
良
の
協
議
を
行
っ
て
お

り
、
現
在
も
継
続
中
で
あ
る
。

問　
継
続
中
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
が
延
期
の
原
因
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
か
。

都
市
整
備
部
長　
塩
・
風
の
調

査
や
関
係
機
関
と
の
協
議
な
ど

を
含
め
て
延
期
を
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

問　
5
月
ま
で
の
調
査
結
果
を

基
に
行
う
住
民
説
明
会
は
い
つ

を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
具
体
的
な
時

期
は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
。

駐
車
場
有
料
化
問
題

問　
市
役
所
及
び
文
化
ゾ
ー
ン

駐
車
場
の
契
約
が
令
和
４
年
度

末
で
終
了
す
る
が
、
総
合
公
園

も
含
め
る
と
4
億
円
近
い
使
用

料
が
市
民
か
ら
徴
収
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
市
の
運
営
に
戻
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の
方

向
性
を
伺
う
。

総
務
部
長　
今
後
、
既
設
施
設

で
は
初
期
投
資
が
必
要
な
く
な

り
、
駐
車
場
の
収
益
が
最
も
多

く
得
ら
れ
る
期
間
と
な
る
。
そ

の
た
め
、
市
が
直
営
で
行
う
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

公
明
ひ
ら
つ
か

総
務
部
長　
行
政
文
書
管
理
規

則
に
基
づ
き
保
存
期
間
を
定
め

た
行
政
文
書
の
情
報
公
開
事
務

を
行
っ
て
お
り
、
歴
史
的
公
文

書
な
ど
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

問
　
組
織
を
支
え
る
重
要
な
資

料
を
未
来
に
向
け
て
保
存
し
、

誰
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
専
門
家
で
あ
る
ア
ー
キ
ビ
ス

ト
の
導
入
と
育
成
に
つ
い
て
の

見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長　
自
治
体
レ
ベ
ル
で

の
導
入
事
例
が
ほ
ぼ
無
い
た

め
、
先
進
事
例
を
参
考
に
研
究

し
て
い
く
。

問
　
公
文
書
管
理
条
例
制
定
に

問
　
公
文
書
管
理
法
第
４
条
で

は
文
書
作
成
の
経
緯
を
含
め
た

意
思
決
定
の
過
程
を
文
書
に
盛

り
込
む
と
規
定
し
て
い
る
が
、

本
市
の
規
則
に
は
ど
の
よ
う
に

趣
旨
を
反
映
し
た
の
か
。

総
務
部
長　
情
報
公
開
条
例
第

26
条
に
行
政
事
務
に
関
し
て
適

切
か
つ
確
実
に
文
書
の
作
成
を

す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
行
政
文
書
管
理
規
則
第

６
条
に
も
事
務
処
理
に
当
た
り

行
政
文
書
を
作
成
す
る
と
規
定

さ
れ
て
お
り
、
意
思
決
定
の
過

程
に
つ
い
て
も
保
存
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
　
公
文
書
管
理
法
を
規
則
に

し
っ
か
り
反
映
す
べ
き
と
思
う

が
見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長　
情
報
公
開
条
例
の

趣
旨
に
基
づ
き
規
則
を
運
用
し

て
お
り
、
十
分
反
映
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
情
報
公
開
条
例
に
お
け
る

歴
史
的
文
書
な
ど
の
公
開
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長　
行
政
文
書
管
理
規

則
及
び
規
程
を
定
め
て
い
る
。

今
後
も
先
進
事
例
の
研
究
な
ど

を
行
い
適
切
か
つ
効
率
的
な
管

理
を
進
め
て
い
く
。

意
思
疎
通
支
援
事
業

問
　
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律

に
よ
っ
て
、
行
政
の
み
な
ら
ず

民
間
事
業
者
な
ど
に
も
合
理
的

配
慮
の
提
供
義
務
が
課
さ
れ

た
。
本
市
で
派
遣
が
断
ら
れ
る

事
例
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
対

応
に
つ
い
て
も
伺
う
。

福
祉
部
長　
派
遣
内
容
な
ど
が

要
綱
で
定
め
た
事
由
に
当
て
は

ま
ら
な
い
場
合
に
は
断
る
こ
と

が
あ
る
が
、
可
能
な
限
り
主
催

者
な
ど
に
連
絡
を
取
り
、
合
理

的
配
慮
の
提
供
に
つ
い
て
の
説

明
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
　
市
が
リ
ー
ド
し
て
事
業
者

に
周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長　
冊
子
な
ど
を
作
成

し
配
布
し
て
い
る
が
、
で
き
て

い
な
い
部
分
が
あ
れ
ば
積
極
的

に
周
知
し
て
い
き
た
い
。
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　市議会のホームページでは、
本会議の生中継と録画中継
などを掲載しています。

市議会ホームページ

　目の不自由な方に市議会
の活動をお伝えするため、
議会だよりの内容を朗読し
た「声の議会だより」を発
行しています。また、点字
版も発行しています。
　ご希望の方は
議会局までご
連絡ください。

問い合わせ
議会局 ☎21-8791

声や点字の
　 議会だより

す
る
。
電
気
バ
ス
導
入
で
は
、

車
両
本
体
と
充
電
設
備
は
国
の

補
助
制
度
に
準
じ
て
購
入
額
の

３
分
の
１
、
充
電
設
備
設
置
工

事
は
国
の
補
助
額
を
超
え
た
部

分
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
。


